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　風洞とは，送風機により人工的に空

気の流れを発生させ，流れの中に物体

を置くことで，その周りの空気の流れ

を研究するための実験装置です。小型

低騒音風洞では，空気の流れに加え

て，物体から発生する風切り音（空力

音）を精度よく測定するために，風洞

自身が出す騒音を小さくする工夫がな

されています。以下に述べる小型低騒

音風洞で取り入れられた低騒音化技術

は，後に滋賀県米原市に建設された大

型低騒音風洞でも採用され，風洞の低

騒音化に貢献しています。

　導入された低騒音化技術は，図（a）

のように，①送風機は防音ファン室に

設置されていること，②風路内壁に添

付された吸音材と風路内に設置された

消音器により，送風機の回転音や風路

内部で生じる音が測定部に伝わらない

ような構造となっていること，③周囲

からの音の反射の影響を小さくするた

めに，測定室は無響化されていること

です。

　車両が高速で走行する際に発生する

空力音に関する実験を行う際には開放

型測定部を，車両周りの流れや空気抵

抗に関する実験を行う際には図（b）の

密閉型測定部を用います。図（a）の諸

元からわかるように，この風洞は大型

低騒音風洞と比較して5分の1程度の

大きさです。そのため，この風洞では

大規模な実験は不可能ですが，その分

小型低騒音風洞

少人数で実験可能であり，臨機応変な

実験スケジュールを組むことができま

す。その特徴を活かし試行錯誤を要す

る実験や基礎的な実験を主に行ってい

ます。

　従来の風洞実験では，空間内の限ら

れた点における圧力や流速の測定など，

得られる情報が限られていました。し

かし近年は，図（c）に示したPIV（粒

子画像流速測定法）のような新たな計

測手法が確立されつつあり，数多くの

点における情報を得ることができます。

このような新たな計測手法を導入しや

すいのも小型低騒音風洞の特徴です。
（野口雄平／環境工学研究部

　車両空力特性研究室）

測定部型式 開放型 密閉型
吹出口寸法 3.0m×2.5m 5.0m×3.0m
測定部長さ 8m 20m
最高風速 400km/h 300km/h

測定部型式 開放型 開放型 密閉型

吹出口寸法 0.48m
×0.40m

0.72m
×0.60m

0.72m
×0.60m

測定部長さ 1.6m 1.84m 3.57m
最高風速 300km/h 150km/h 165km/h測定室（無響室）
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（a）風洞鳥瞰図および主要諸元

（c）開放型測定部におけるPIV測定（b）密閉型測定部


